
資料１

市町村教育委員会の組織強化の現状

人数（人） 全市町村数 配置市町村数
配置市町村
の割合（％）

H16 ３８ ６９ ９ １３．０

H17 ４９〔２〕 ４２ １１ ２６．２

H18 ６６〔７〕 ２５ １３ ５２．０

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

H23 ８３〔３〕 ２５ １５ ６０．０

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

H27 ８７〔０〕 ２５ １６ ６４．０

市町村教育委員会の指導主事の配置数等の推移

※〔 〕の数字は、配置を拡充した市町村に県から充て指導主事を配置
した数（３年間配置し、その後割愛）



参加者
○県教委（義務教育課、各教育事務所出張所、幼保推進課、高校教育課、

特別支援教育課、保健体育課、総合教育センター）
○市町村教委
○教育専門監

部会 ○教科部会 ○領域・課題別部会

主な取組
４月 第１回全県指導主事等連絡協議会

・本年度の重点に基づく共通実践事項の設定
９月 中間評価、後期の共通実践事項の設定

12月 第２回全県指導主事等連絡協議会
・年間の評価 ・次年度の重点の設定

２月 最終評価

全県指導主事等連絡協議会

資料２

県教育委員会と市町村教育委員会との連携システム



Ｈ２７学校教育の指針 本年度の重点より抜粋資料３



教科指導に卓越した力を有する教諭の資質能力を複数の学校に活用し、学校
の教育力を高める。

本務校

兼務校

兼務校

趣旨

本務校及び兼務校での
ティーム・ティーチングによる授業実践

教育実践の紹介

市町村各種研修会等の講師

関係教育機関の要請への対応H27概要 教科：国、算・数、理、英

市町
村数

専門
監数

本務
校数

兼任
校数

H27 １９ ３３ ３３ ７３

H18 ４ ４ ４ ９

小・中学校における教育専門監の活用（Ｈ１８～）

本務校及び兼務校、当該市町村にお
ける成果が大きい

地区の教科の中核的な役割

市町村教育委員会から推薦→県教育委員会で認定審査・認定

資料４
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教科指導ＣＴ（中核教員）養成研修会

●学校の小規模化による教科指導の日常的 な情報交換の不足
●今後のベテラン層大量退職によるミドルリーダーの不足、若年層の増加

教科のネットワークの強化、教員全体の指導力の維持

教科：国語、算数・数学、理科
人数：県北、中央、県南に各教科小・中２名ずつ
役割：各地区毎の教科研修会での授業提示

各地区の教科指導の情報提供や支援

ＣＴ（Core Teacher）

開 催：各地区毎、各教科毎
参加者：各小・中の教科主任等（２年に１回悉皆）
内 容：ＣＴの授業参観、協議等

各教科指導ＣＴ養成研修会

資料５
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秋田 全国

よく行った どちらかと言えば行った

言語活動の状況等について全教職員で話し合ったり検討したりしている

資料６

言語活動について各教科等を通じて学校全体として取り組んでいる
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共通理解・共通行動

小学校 中学校

小学校 中学校

Ｈ２６全国学力・学習状況調査質問紙調査より



授業の基本パターンの提示

戦略的な授業研究会の視点

共通の視点で教科の実践

①学びをつなげ、学びを深める学び合
いの工夫（共通）

②観察・実験の結果を基に考察する
活動の手立て

校長と研究主任のリーダーシップと研究体制の充実（Ｆ中学校）資料７


